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と
の
n
な
ん
で
も
夜
市
H

は
、
出
活

関
偶
者
に
よ
る
実
行
委
員
会
に
よ
っ
て

運
針
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
ほ
ほ
五

は
無
駄
の
な
い
合
弾
性
を
追
い
求
め
て
十
の
露
活
が
百
を
つ
ら
ね
る
予
定
で

き
ま
し
た
。
こ
ζ
で
ひ
と
つ
、
無
駄
の
す
。
会
場
は
、
市
民
セ

y
タ
ー
の
両
か

効
再
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
号
必
要
が
ら
北
に
か
ぎ
の
手
に
通
じ
て
い
る
滋
路

あ
る
と
患
い
ま
す
。
が
中
心
で
、
東
糧
道
本
通
り
線
と
も
つ

科
学
と
い
う
一
言
葉
の
な
か
で
、
古
き
な
が
る
地
点
で
す

n

も
の
を
捨
て
去
る
世
相
を
生
ん
で
し
ま
昔
な
つ
か
し
い
葉
子
や
お
も
ち
ゃ
、

い
ま
し
た
。
人
問
視
活
由
主
事
が
だ
れ
絹
あ
め
、
か
き
氷
と
い
っ
た
も
の
か
ら

か
ら
と
も
な
ぐ
雲
わ
れ
始
め
た
の
は
、
骨
藍
(
ζ

っ
と
う
)
品
、
野
菜
、
魚
介

当
黙
の
己
と
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
類
の
即
売
な
ど
来
し
い
買
い
物
が
で
き

平
塚
市
が
第
二
次
総
合
開
発
計
画
を
つ
る
底
、
T
l

得
手
な
包
丁
研
ぎ
を
教
え
て

く
る
に
あ
た
り
、

ι白
点
設
強
調
し
た
〈
れ
る
倍
、
昔
の
か
ぎ
、
今
の
か
ぎ
を

の
も
そ
う
し
た
乙
と
が
あ
っ
た
か
ら
で
試
し
て
ム
る
訪
初
コ
ナ
ー
、
お
も
ち

す

や

の

修

海

コ

ー

ナ

ー

な

E
も
あ
り
ま

w
ふ
れ
あ
い
u
と
い
う
嚢
襲
を
よ
く
て
き
ま
し
た
が
、
七
夕
ま
つ
り
控
除
い
文
明
白
発
展
支
紙
た
ち
む
生
活
は
大
現
レ
ピ
記
い
え
る
で
し
ょ
5
0

一

z
s
i
z
a
-
-
1
1
1
j
す
。
ま
た
軍
人
の
個
庖
も
手
づ
ぐ
り
品

己
主
す
。
平
警
が
n

警
ら
で
は
ほ
ぼ
暴
間
白
錯
し
手
。
変
需
延
長
し
た
。
地
人
の
言
撃
に
判
断
し
て
、
勝
手
に
行
動
す
韓
議
鞠
麟
覇
畿
を
喜
べ
て
一
向
山
町
し
ま
す
し
、
不
用
品
の

一
し
た
白
も
そ
と
た
と
と
カ
言
葉
で
ほ
と
ん
ど
昆
ら
れ
な
く
な
っ
器
り
な
く

E
雲
て
い
か
れ
る
錯
覚
る
よ
杏
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
隠
〈
心
購
轟
轟
轟
轟
議
離
議
官
立
ち
ま
す
。

毅
ど
革
芋
の
宝
ふ
れ
量
あ
い
、
今
捕
i

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
波
だ
ん
Pらら口P-んんの一場場
9を
}
求
め
て
み
た
い
、

1
ズ
の
，
カ
}
フ
ス
白
勝
手
で
し
よ
占
』
う
一
フ
PフPH
が
あ
め
ま
す
巴
心
の
問
緩
が
大
き
く
取

i1!{:Ji!!1!iiiiiii

パイト一ヨフ

y
プ
を
使
う
一
底
居
も
あ
り
ま

そ
め
た
そ
う
し
た
ζ
と
が
H
な
ん
で
も
夜
市
μ

と
い
う
言
葉
が
受
け
て
い
ま
す
が
、

ζ

り
上
げ
ら
れ
て
幸
た
背
景
に
は
そ
五
つ

L

と
も
か
く
、
今
は
自
主
潜
ん
で
や
ら
す
。
乙
れ
は
、

C
年
配
の
方
に
は
捕
愁

自
発
態
で
す
。
れ
は
社
金
事
情
を
巧
み
に
と
ら
え
一
た
語
訳
た
ζ
と
が
あ
る
と
怠
い
ま
す
。
私
た
ち
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
デ
を
誘
う
も
の
と
な
り
ま
T
し
、
お
蔀
さ

人勾 217，352人
役務 67，264殺事帯
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遅
い
支
の
訪
れ
の
な
か
甘
行
わ
れ
た
C
と
fu
の
七
夕
ま
つ

D
も
無
事
終
わ
め
六
本
格
的
な
反
在
理
え
た
平
塚
で
す

J
小
学
捜
も
一
週
間
た
ら

F
で
夏
休
み
ζ
人
る
と
い
う
ζ

と
で
、
子
供
た
ち
町
は
ず
れ
詮
声
も
一
段
と
骨
聞
く
一
耳
に
響
き
ま
す
。

ζ

と
し
の
官
民
も
、
少
年
一
野
球
大
会
、
少
町
少

女
水
泳
大
会
、
花
火
大
会
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
平
塩
、
市
民
結
合
部
宵
大
会
な
ど
盛
り
戸
γ
く
さ
ん
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

ζ

と
し

か
会
新

υく
H
な
ん
で
も
愛
市
μ
が
加
わ
の
ま
ず
。
と
れ
は
市
民
の
ふ
れ
あ
い
の
潟
と
じ
て
設
の
催
し
を
計
画
し
て
み
た
も
の
で
、
八
月
八
日

と
十
舟
一
一
宮
に
跨
〈
ζ
と
に
決
ま
り
、
準
備
を
通
め
て
い
ま
す
。
そ
に
で
一
今
月
は
ζ
の
諮
日
閣
を
通
っ
て
み
ま
し
F
V

器用 88(こ主)午後8碍~念持まで
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日
時

8
舟
8
5
(土
口
俊
6
時

か
ら
9
時
ま
で
。
前
川
1
1
の
場
合
は

日
日
に
順
延
。

場
所
見
附
台
拡
育
館
前
周
辺
通

路。出
局
内
容
草
花
、
野
菜
、
果

物
、
清
朝
、
魚
介
頼
、
帯
字
、
全

国
名
産
物
、
盆
載
、
我
嶺
多
、
瀬

戸
物
、
お
も
ち
ゃ
、
膏
輩
(
己
っ

と
う
)
品
、
手
づ
く
り
品
、
夏
白

虫
な
ど
の
即
売
、
開
制
犯
、
防
災
、

健
農
相
談
、
新
型
電
計
機
の
紹
介

と
ふ
る
さ
と
竜
語
の
各
コ
ー
ナ

ー
、
お
も
ち
ゃ
の
修
理
、
刃
物
研

摩
コ
ー
ナ
ー
、
電
気
器
具
嬉
窪
薮

室
、
世
護
教
長
官
、
消
防
自
動
車
と

救
急
車
の
試
乗
コ
ー
ナ
ー
、
記
念

切
手
交
換
コ
ー
ナ
ー
、
観
光
案
内

コ
ー
ナ
ー
、
不
用
品
交
換
市
、
金

魚
す
〈
い
、
綿
あ
め
、
か
脅
永
、

ポ
ン
ハ
ゼ
、
七
夕
太
授
の
品
開
再
開
な

ど。
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マ
e
e

一
平
壇
市
議
会
六
月
定
例
告
は
、
六
月
八
日
務
会
さ
れ
、
諸
議
案
の
審
議
を
終
え
二
十
六
日
開
会
さ
れ
た
。
ム

マ
匂
初
日
に
、
提
案
さ
れ
た
平
翠
巾
功
労
者
襲
彰
条
開
を
一
議
決
レ
、
そ
の
B
D休
欄
盛
時
間
在
利
用
し
て
、
市
長
ム

マ
か
ら
市
功
労
者
に
表
彰
状
と
功
労
箪
ハ
パ
ッ
之
、
そ
れ
仁
詫
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

ζ

白
他
提
案
古
語
」
ム

マ
ι

一
墾
索
は
、
工
事
請
負
型
的
の
締
結
や
第
一
一
一
金
格
甲
学
校
建
設
に
伴
う
一
般
会
計
予
揮
な
ど
十
四
案
件
が
よ
ム

マ
程
害
れ
、
原
裂
と
お

pナ
ベ
て
可
決
吉
れ
た
。
ま
た
、
組
問
終
日
に
酔
雰
萎
員
由
選
任
と
人
権
擁
護
議
員
白
ム

v

e

推
薦
に
つ
い
て
一
提
媛
古
れ
た
が
、

ζ

れ
私
緩
出
来
ど
お
り
可
訳
さ
れ
た
。

e

0

・

ム

酔

正

し

た

。

一

以

上

死

語

査
門
体
育
務
担
お
よ
び
学
校
選
動
場
夜
間
一
門
T
事
調
講
額
約
の
締
結
}

惜
覇
霊
の
路
整
お
よ
び
管
理
辱
に
間
一

7
森

喜

霊

会

開

工

事

成
ぜ
る
提
出
制
の
一
部
署
改
定
}
↑
社
菅
原
工
務
用
口
請
負
金
額
一

羽
本
時
度
事
業
で
筋
工
し
て
い
る
太
洋
一
二
百
六
十
万
円

中
学
校
運
動
場
夜
間
隔
説
施
設
は
、
八
一
マ
第
一
種
、
第
一

月
一
日
オ
l
プ
y
の
予
定
で
あ
D
、
そ

れ
に
必
要
な
設
置
話
よ
ひ
告
理
に
つ
い

て
品
劃
定
し
た
も
白
。

門
一
小
関
用
語
な
ど
の
見
践
し
は
よ
り
茜

視
の
一
部
を
滋
£

留
際
障
害
者
年
に
象
徴
さ
れ
る
人
間

す
べ
て
の
揖
酬
を

-
石
田
成
弘
平
堤
市
松
風
町
お
番
初

号
門
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
}

・
米
童
ち
ょ
タ
腸
ヶ
丘
幻
議
3
尋

・
小
島
寅
松
明
石
町
q
肇
6
尋

閥
均
蘇
京
輔
平
塚
ニ
O
五
回
蕃
地

・
時
崎
茂
問
円
四
三
四
番
地
の
一

・
沖
津
キ
ヨ
大
神
二
七
五
一
番
地

の

よ
り
、

融
苦
れ
、

彰
し
た
。

・
原
考
千
民
、
神
谷
際
民
、
高
久
一
一
郎

氏
、
小
林
誠
一
民
、
山
崎
堵
氏
、
出
縄
一

元
治
氏
、
相
原
庄
太
郎
社
民
、
小
川
誼
扇
一

氏

一

い

、

適

切

な

表

現

に

改

正

し

た

。

門
輯
曲
師
議
曜
の
設
置
輔
に
関
す
る
晶
倒
一
な
お
、
改
正
す
べ
き
用
語
は
七
語
で
一
臨
時

由

一

部

在

建

£

一

あ

わ

d

、
ζ
れ
ら
の
用
語
が
馬
い
ら
れ
て
一
瀬

県
の
薪
作
者
事
現
急
医
寵
対
韻
事
業
白
一
い
る
張
関
教
は
二
十
一
一
一
一
条
例
に
お
よ
び
一
、
1
1

適

南

町

在

受

け

る

た

め

、

一

こ
ζ
で
一
括
し
て
改
正
し
た
。
一
ふ
明

一
①
不
具
措
渓
者
、
②
木
具
購
漢
、
③
蝿
一
今
限
四
補
疋
L
つ
い
て
は
、
当
面
必
-
と
の
結
果
、
今
砲
の
一

一
疾
@
糟
神
に
異
常
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
一
要
と
す
る
綬
費
に
限
定
し
て
補
正
措
語
一
度
予
算
績
は
七
億
一
一
一
手
百
万
円
で
、

る
車
事
以
上
京
快
用
語
、
⑤
弁
ば
〈
醤
一
を
し
た
。
一
定
予
算
と
合
わ
せ
る
と
、
一

アンケートの結果
城島地臣Z

G家族官話し合ったことは

あると答えた人 92.0到
ないと答えた人 8.0% 

。話し合いの内容は

避難場所と方法 67.4回
火白始末 89.1% 
持ち出すもの 54.4両
食糧と散軒水 63.0% 
家族との連結 43.5% 

。災害復恨の要請には

積極的に協力する 86.0阿

みんなが協力したら 8.0同
わからなし 6.0回

。行政{こ冊を望むか

散輯京、貴穫の確保 78.0%
救急、救助部理事jを 76.0同
情報の連結晶制空 60.0% 
災害時の心揮等を 24.0% 
避難雷輔自翼描 8.0% 
避難場所や道路整輔 26.0同

く〉構えている避難用物資は

携帯ラジオ 76.0% 
92.0拓
58.0同
54.0封
34.0% 
66.0% 
42.0% 

市

民

栂

談

窓

お

!

一

一

一

一

内

線

二

九

三

。
人
様
法
樟
槍
談

{
7月
M

品
目
ハ
冬
、

8
舟
4
臼
〈
火
〉

。
行
政
者
情
相
談

F
U時
i
初
勝

。
一
般
法
樟
栂
談

8
R
S自
〈
恋
、

8
月
沼
田
ハ
市
O

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
日
時
5
持
時

。
宅
地
建
物
相
談

7
月
認
日
ハ
火
〉
日
時
f
お
蒔

予
約
制
〈
鑓
謡
で
も
可
〉

。
遊
詩
栂
盟
問

8
h月
H
日
〈
金
〉
、
お
時
5
日即時

。
住
宅
相
談

7
月
幻
宮
(
火
〉
、
芯
時
j
一連時

。
下
輯
取
引
山
地
問
晶
っ
せ
ん
油
相
談

7
月
話
回
〈
京
〉
短
時
鈎
分

ー
日
四
時

。
定
餌
年
金
棺
議

8
局
日
日
ハ
木
〉

9
時
部
分
1
日即時

。
一
融
市
民
相
談
銭
選
月
水
木
金
調
汀
、

9
時
j
M即時

〈
〉
消
費
生
}
趨
相
絞
毎
還
金
曜
河
口
、
叩
時
5
路
時

〈
〉
発
明
帯
議
特
許
栂
談

8白
川

3
自
(
見
〉
印
時
1苅
時

ご利用を
努

少

年

課

お

i
一

一

一

一

内

線

五

六

0

0
帯

幸

喜

信

臼

(
9時
i
m時
弱
含

た
が
レ
、
土
曜
日
は
ロ
時
ま
で

福

祉

会

銭

お

!

こ

立

一

三

三

。
一
心
配
ご
と
棺
談
毎
週
月
曜
日
ハ
第
五
伊
藤
〈
V
U時
i
お
時

。
母
子
掲
談
毎
週
月
1
金
閣
H

口
9
時
5
話
時
持
分

議
搭
児
塗
相
談
毎
週
月
t
金
曜
百
白
骨

i
m時

。
高
齢
者
職
難
相
談
毎
日
旦
時
部
分

1
お
詩

土
輔
自
は
ね
時
ま
で

泉

市

合

同

綴

談

7
月
目
白
(
金
口

日
時

5
均
時

平
塚
寂
作
品
口
受
番
前
パ
ス
の
母
で
栂
謀
者
受
け
る
@



昭
和
五
十
六
年
一
一
一
月
末
8
現
在
の
市

南
関
璽
は
、
…
千
六
百
三
十
一
一
一
億
一
一
千

二
十
二
万
円
で
、
前
回
公
表
し
た
一
千

二
豆
一
一
十
四
億
八
千
忍
百
八
士
…
一
万
円

に
比
べ
、
一
一
一
百
九
十
八
億
二
予
三
十
九

万
円
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

ζ
れ
は
、

山
下
花
公
閥
、
西
部
雨
水
ポ
Y
プ
掴
刷
用

に
お
け
る
全
会
許
(
病
院
事
業
会
計
を
こ
れ
を
間
年
同
期
と
比
較
す
る
と
、
て
い
る
。

地
等
の
土
地
白
取
揮
、
松
延
小
学
校
校

除
く
)
白
予
算
縄
額
は
、
六
百
一
落
一
一
収
入
に
お
い
丈
は
一
二
一
一
軒
の
噛
、
支
予
算
規
舗
に
対
す
る
収
入
車
は
、
市

告
、
神
間
中
学
校
校
舎
等
の
建
物
の
取

千
六
百
鴎
万
日
円
だ
っ
た
が
、
住
民
謡
校
出
で
は

υ・
五
軒
町
棋
と
な
っ
た
。
税
九
八
人
)
軒
、
諸
収
入
九
一
一
・
三

間
の
予
算
は
、
一
般
会
計
と
、
競
輪
の
向
上
と
、
生
活
費
社
会
資
本
の
盤
軒
、
建
支
出
金
八
七
三
一
一
軒
、
市
町
揮
と
、
財
産
目
指
額
の
改
定
に
よ
る
つ

2

事
業
重
量
麗
議
事
世
帯
、
下
室
鯖
白
た
め
手
持
筆
頭
D
、

八

十

四

億

…

殺

人

一

一

千

九

1
2と
な

っ

て

い

る

。

も

の

て

あ

る

と

な

ア

五

十

一

万

円

主

な

も

の

と

な

っ

て

い

事
業
な
ど
白
特
別
金
計
、
お
よ
び
病
院
五
平
八
十
八
万
向
を
追
加
し
た
。
と
れ
一
;
i
!
!
i

え
f

-

乙
の
結
果
、
市
有
土
地
面
積
は
筏
六
基
金
に
つ
い
て
は
在
れ
ぞ
れ
利
子
の
る
。
ま
た
、
特
別
会
計
四
一
市
閣
残
高
は

諸

問

一

一

一

つ

に

大

き

〈

分

け

る

こ

に

告

書

の

予

算

総

額

笠

ハ

百

八

一

般

会

計

量

入

の

構

成

は

み

な

一

九

配

転

一

一

一

号

詰

日

十

周

目

的

郡

山

U
十

日

日

時

む

特

許

特

訓

一

一

十
七
億
七
手
六
百
九
士
一
万
円
と
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
戸
ぞ
市
視
が
一
番

f

i

〈

1

U

b

前

面

(

広

報

紙

一

雪

量

し

た

り

、

五

十

罪

襲

撃

算

六

百

一

一

十

多

く

五

一

一

…

・

寄

生

円

め

て

お

り

、

次

重

量

産

、

道

路

整

備

、

住

宅

時

間

時

日

付

同

日

付

町

内

マ

ナ

一

自

主

制

は

れ

の

が

公

昭
和
五
平
五
百
ザ
度
の
九
月
三
十
日
現
在
犠
九
千
八
十
八
万
円
と
比
較
す
る
と
…
い
で
、
競
輪
事
業
収
張
金
な
ど
の
諸
収
建
設
な
と
の
土
木
費
が
一
二
・
七
割
、
〈
ず
レ
た
。

ζ
む
結
渠
、
一
一
一
月
末
時
高
慢
費
で
、
昭
和
五
十
五
年
度
は
一
般
会

料パ
l
j
l
j
0・
八

苦

伸

び

と

な

っ

て

い

る

。

会

汚

一

語

、

望

書

聖

書

室

、

小

学

校

プ

ー

ル

建

設

な

草

五

億

八

五

平

七

万

円

と

宅

一

元

副

あ

わ

せ

て

十

議

事

高

五

千

五

百

四

十

九

宮

市

組

重

視

し

九

百

四

主

人

で

、

一

〉

拙

山

川

町

川

町

制

引

川

口

同

制

引

h
uげ
一

一

軒

目

詩

吟

慣

れ

諮

問

刊

に

ト

紅

一

貫

一

な

日

戸

;
j
J昨
日

付

U
討

議

出

2
4
1日

付
?
に
ど
れ
だ
け
れ
告
に
軒
目
付
一
一
一
軒
山

一一日………………昨日一申告一町民一一一民一一一品た羽目下

umL一……一一一一一三五臨時間指

揮

算

3
拙
臼
棚
田
臼
印
お
補
注
ト
レ
一
一
一
百
四
十
四
援
八
千
四
百
七
十
台
乏
っ
て
い
る
。
る
。
事
栗
山
内
容
は
、
芸
試
の
と
お
の
九
か
ら
長
期
に
わ
た
っ
て
酷
む
る
お
金
を
揮
し
て
み
る
と
、
ひ
と
つ
の
目
安
じ
つ
ま
り
単
純
な
奉
安
す
れ
ば
、
説
て
い
る
。

肝
予

M
4
L
4

業
一
一
一
万
円
と
な
っ
た
。
己
れ
は
前
年
度
と
ま
た
、
市
税
な
ど
の
自
主
事
雲
芸
人
件
費
、
駒
件
関
な
ど
の
消

n
市
?
と
い
5
a

て
宮
財
政
書
が
わ
か
る
。
喜
四
一
一
倍
霊
祭
富
の
た
め
に
重
量
は
十
六
車
千
一
一
百
五
万

紬

騨

比

較

し

八

a
幸
福
ぴ
と
な
っ
た
。
わ
せ
て
一
み
る
と
二
百
六
士
一
億
四
百
五
勇
経
費
雪
一
一
十
五
億
空
き
八
昭
和
五
十
五
年
度
に
お
い
て
管
入
手
、
弔
貧
弱
か
ら
み
た
事
異
使
わ
れ
て
い
る
主
に
な
る
。
月
三
上
期
と
合
わ
せ
る
と
一
一
一
十
一
一
一
情

相

撲

業

時

警

高

を

み

る

と

、

収

入

時

績

は

十

九

万

円

(

七

五

・

九

ぢ

と

な

り

、

土

万

円

(

一

一

一

九

ニ

ぎ

と

な

り

、

れ

た

市

喜

一

一

王

ハ

憶

辛

苦

手

担

額

は

、

一

人

当

た

り

八

高

千

五

百

l
i
i
;
j
j

一
千
二
百
五
十
一
万
円
と
な
っ
た
。
一

階
名
醐
業
業
一
隅
一
明
言
十
四
掻
八
千
四
百
七
十
一
一
一
方
向
で

ζ
れ
は
前
年
度
よ
り
三
・
石
室
長
は
前
年
度
よ
り
九
舎
九
軒
増
と
な
四
万
号
、
一
一
一
月
末
日
現
在
皇
室
一
一
一
十
八
円
と
な
る
。
主
内
在
、
市
一
市
民
病
院
一
方
、
事
業
費
用
は
十
八
惜
一
一
言
七
十
八

脱

線

T
L虫
共
泊
予
算
に
封
ず
る
収
X
割
合
は
九
了
一
一
一
と
な
っ
て
い
る
。
芝
、
国
庫
支
出
金
っ
て
い
る
。
芝
、
普
通
霊
事
業
費
喜
一
百
九
億
二
千
九
百
十
一
一
万
円
と
量
一
一
万
九
千
七
百
七
十
八
月
、
固
定

ruわ
い
い
に
け
に
万
円
で
、
上
期
と
合
わ
せ
る
と
一
一
一
十
一
一

塁

ぷ

時

一

言

事

嚇

ン

替

地

軒

と

な

っ

て

い

る

。

建

支

出

高

額

な

ど

む

豊

富

は

八

十

一

一

貫

主

主

俸

と

す

る

量

的

経

費

は

富

十

八

な

っ

た

。

童

相

一

一

一

万

一

千

六

百

八

十

四

円

、

都

外

来

一

日

七

百

四

十

人

協

同

事

喜

一

一

平

一

一

一

万

円

と

な

る

。

砲
事
盟
諸
一
一
議
附
蝦
輸
は
一
一
更
『
福
一
一
一
千
八
豆
高
で
、
四
万
円
(
一
一
回
二
軒
〉
と
昔
、
前
億
六
百
十
八
高
(
一
一
一
回
こ
ぎ
と
一
般
会
計
で
は
百
一
一
十
四
檀
四
千
一
一
市
計
襲
五
千
古
十
六
月
電
気
現
一
一
一
入
院
一
白
二
百
二
十
人
な
お
、
一
一
霊
安
義
喜
一
一
一
一
様
九

競
国
都
下
壇
賞
受
京
支
出
割
合
は
八
回
二
一
ト
切
で
あ
る
。
年
と
比
べ
る
と
0
・

六

引

の

減

と

な

つ

な

り

前

年

度

よ

り

一

一

了

五

割

の

増

と

な

苦

悶

十

忍

万

円

白

市

閣

議

高

が

あ
D
、
千
九
百
九
十
二
円
、
市
た
ば
r
t品
開
費
税
昭
和
五
十
五
年
度
病
院
事
業
由
下
期
千
七
百
七
十
四
万
円
あ
り
、
ま
た
、

中
で
も
教
育
慣
の
七
十
五
百
出
八
千
ム
ハ
百
三
千
百
八
十
四
同
な
ど
と
な
る
。
ま
た
の
業
務
状
祝
を
お
知
biせ
す
る
。
般
会
計
か
ら
の
負
担
金
は
一
一
一
摺
問
、

↓
四
万
円
、
土
木
慢
の
二
十
二
億
七
百
一
世
帯
当
た
D
で
み
る
と
、
一
一
十
七
万
市
民
病
院
の
入
院
患
者
は
延
べ
四
万
助
金
は
一
揖
六
千
万
同
円
で
あ
る
。

円

万

円

円

内

円

円

円

円

m
円

円

円

円

河

内

円

円

内

向

内

円

円

同

月

内

河

内

市

内

河

内

向

円

円

万

千

万

万

万

万

万

万

万

万

万

万

万

万

万

万

万

万

万

万

万

万

万

万

万

万

万

万

一

江

万

万

万

万

抑

制

矧

制

限

捌

制

m

m
初

出

闘

相

加

問

m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
附

加

問

問

脚

抑

制

E

議
護
法
議
議
案
提
紫
:
鵬
臓
器
仏
胤
認
定
仏
盟
議

書

4

1

4

1

1

1

1

事

業

な

等

事

土品

3

金

等

費

築

]

金

業

1

F
I
~

築

業

業

担

助

費

吋

新

自

助

事

り

間一
γ
1

業

業

事

事

事

〈

業

補

助

結

舎

く

補

築

く

託

1

躍

り

業

事

事

良

輔

輔

づ

業

串

費

扶

聾

宿

業

づ

鋤

業

新

づ

業

業

演

り

築

年

〈

事

備

備

業

改

盤

整

壇

事

酔

営

託

業

明

暗

費

掃

事

墳

業

業

濁

業

事

家

境

事

事

構

〈

事

白

骨

担

臨

時

担

問

的

問

加

盟

問

問

詰

諮

問

問

諮

問

問

問

臨

時

的

問

問

臨

時

間

前

和

業

臨

時

間

活

住

鐙

下

下

路

道

処

処

祉

福

害

保

保

所

健

保

開

対

施

膏

校

校

商

用

出

施

青

舞

金

援

法

金

者

市

商

事

選

盤

故

生

営

歯

共

市

水

般

み

民

福

人

種

間

間

青

民

活

民

震

防

鞍

学

学

稚

民

腎

わ

産

小

築

地

労

働

都

鶴

田

賦

川

川

市

公

公

公

都

誹

一

ご

し

I
者
障
問
問
民
国
開
園
生
市
地
鴇

E
小

中

劫

公

悼

び

I
中
農
土
勤
品
目

E
銅

幹

向

都

一一

昭和5梓度経費別予算

った。予
算
現
舗
に
対
す
る
支
出
事
は
、
土

木
費
七
九
ニ
ハ
軒
、
教
育
問
問
八
七
二
ニ

軒
、
民
生
費
九
四
・
五
割
、
緯
務
費
七

五
二
ハ
軒
、
時
住
費
八
九
-
九
軒
な
ど

と
な
っ
て
い
る
。

〈単位千円〉

予揮現額

369，890 
4，045，154 11. 7 
5，967，067 17，3 
2，769， 541 8.0 
339，688 1. 0 

1.044，974 3.0 
507，959 1. 5 

7， 468， 034 21. 7 
1. 180，753 2.4 
7， 253， 323 21. 0 
L 971， 826 5.7 
887，819 2.6 
678，705 2.0 

22暗丹の予揮者投じて勤労金賠東側に建設中の

中貴公民措完成予想Z君。 57年 7Flの完成予定

5苦手話55年度一般会計予算憲章
E摘出1

予算現童書構成比 款問j

18，431，104 53.4% 議会費

278.000 0.8 総務費

札口即日 2 民生費

356，000 1. 0 帯主巨費

15，174 0.0 労働費

35，210 0.1 農林水産業費

367，678 1.1 閥工費

479.136 1. 4 土木費

4， 652. 089 13.6 潤防費

1. 071. 091 3.1 教育費

258白 607 0.7 公費費

86，098 0.2 諸支出金

2，283 0.0 予錆費

1， 647， 748 4.8 
4，931， 935 14.3 
1， 811.580 5.3 

34，484，733 100.0 

E調 入 ]

款却j

市税

地万譲与貌

娯楽施設利用税交付金

自動毒明在樽税交舟金

地方交付税

使用輯及び手数軒

[主覇支出金

県支出金

問麗収入

寄付金

輯入金

輯越金

諸収入

市憤

龍入合計

症糠パトロー}I，..を開く
市へのご意見や要望、苦情など

があったらお気軽にお出かけを。

7月のB程 き

午後 7 時~98寺30分

担当広報線広務揮

。と

く〉ところ

争為替草川にて戸

〈忌岬)1

9ら〉
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章
一
平
吉
開
か
れ
た
空
襲
大
金
:
鴻
南
海
雲
閣
で

総合体事智大会の日程と会主義

耳昌 会場臼重量 沼

8J'J30EE 9J'J13Eヨlスポ-Y.広場

8J'J30目、 9J'J13ElI五領lr台 高 校 他

E墨田首合体育館

8J'J30日、 9月間|スポザ広場

伊勢毘謝嘩場

見崎台置苫草場

平塚競輪場

神宿高校

見J骨骨持靖館9月13日

8月畑、宮月13臼iスポ-y広場

パ-}~レーン

注量畠中学校

軟式融機

江陽中学校

棋岳中学校

9月13臼

8月30日

8月3日日

8月初日、 9月 6B

9月13日

8Jヨ30日
雪月13日

雪月古田

8J'J30日

8月初日

8月30日

8月30日

9月訪日

。軟式野球

<>パスケァト

<>パレポ-}レ

⑫剣道

<>"ノフトポ』ノレ

@射撃

- 水 泳

@パドミントン

。車獄

く〉ポ!7!J:ノグ

φ軟式庭球

<>サツカ}

。陸上競技

。自転車

φ柔道

崇善d暗号全校- 空 宇

"""、、

マ
個
人
種
目
・
小
学
生
の
部

自
由
盤
、
平
此
師
、
背
雄
、

m
H

型
、
平
掠
・
中
学
生
白
部

由
型
、
平
肱
、
背
抹

マ
田
陣
種
呂
小
学
生
き
M
D
レ
i
、

開
山
体
対
抗
日
レ
!

マ
申
し
込
み
7月
抗
日
(
金
〉

に
見
府
台
肱
膏
館
内
拡
宵
課
へ
。

桃浜庭球場他

ま
た
、
全
事
故
の
う
ち
、
子
供
白
事

桃慌弓道場

床下薬剤散布野程

7月 16臼(木〉 掴殿輔、獅殿穏町内晶、子の

神住宅自治会

調殿東、調殿北町内会

中宿東、中宿呂町内会

上宿南、土:11l北町内会、上宿

住宅自治会

7月22臼 α0 下宿東、下構西、下宿南、下

宿北町内会

7月23日〈木)~24日〈金〉 車中産主岳治会

7月25日亡土〉 新町、中原下宿、新111端臼地

下宿住宅密治会

7 J'J27B (月〉 平等寺、重量子橋、打開末、小

嶺自治虫

豊中、宮下、至宝町、本宿自治会

別北、矢議毒自治会

'"し島、大安田自治会

西海地、入山輔、市営問輔住

宅、上の入自治会

8J'J3臼〈月)~5 日伐O ふじみ野自治虫

8J'J5日(京〉 主調伎自治虫

8月 6日仁木〉 揖所、下島、下島第一団地自

世晶

8月 7日仁金〉 小鍋島、下島第二団地自治会

8月 8臼仁士〉 大島、大島田池田治金

8月10日仁丹〉 代宮町、南口町内自治虫

8月11臼(火)~12日(7J<)夕鶴 lrl王宮治会

8月13臼〈木〉 幸町自治会

8月148(金〉 札場地区横町自治会

8月 15日仁士コ 須賀北町自治会

9月13尽

7月17日〈金〉

7月18臼 E土〉
7月21B(火〉

7月28日 〈ゾく〉

7月29臼 α0
7月308(;K) 

7月31B (金〉

-テニス

'弓道

-9 時30分~1O時30分

爽土奇襲ストアー損

-11時~12時

横内劉地聾金所

10時~11時

酷訪防金鐙

腕税栂書館式市笹野Yil罵曹の11著書由窓口で行っています

07月27S(月〉

07月2意思 (火〉

子供から大人まで自由に参加

できる請書南王子へでかけよう。

く〉とき 8見詰臼(詞〉
雨天の接話副主S月16臼

・関金式 9時 30分、問書式 16時

oところ

く〉内容ゲ}トポール、変形自転車

競走、フォークダジス、スケツヨ子大

島、竹とんぼ、竹馬づ<!Jなど。
主儲 7xスティパ)~ひらつか罪行寮星電金

代費石111滋電話32-5615



努認1釦平理市七夕まつD古宮、 7月 3日から7日までの

5白鶴にわたって調鰻された。中心会場である東海道京

濁 Dには、長さlC斥:;級の竹飾!Jが約初日本、そ¢光景は

キ竹部担の銀問、苦患わせる。

七夕まつEの皮切bは、平接宮古式消防揮存会の木議白

まとい行進、いせいむいいかけ声が、竹時bの合場に響

きわたる。続いて、ミス七夕のおひろめパレ}民竹飾

Dに草たえて笑顔が美しい。 4目、 5自由問自は、七夕ま

つ!Jも摺高開。中心晶績は、費動きもとれない程のにぎ

わいをみせていた。

今年の竹1飾りは、約2む四方の超大型灯笥疋とうろう〉

で措いた「江戸情緒j 、五条自掘で飼う牛若丸と弁慶田

等身大副作品、 f忠臣蔵J、国際障欝者証にちなんだも

の、安東節をテーマにしたユ」モアあふれる動〈人形、

テレピの人安立音をあつかったものなど趣向をζ らした持

品が勢ぞろい。日本“の竹飾担は、訪れる人たちを楽し

ませていた。

期間中の人出は、昨年より 8万人増の 318万人。明年

市街U50周年在迎えるにふさわしい、盛大な七夕まつDで

あった。

誰でも自由に利用で量る。種目は軟式

テニス、パレ一、パ RミY トン、卓球。

パドミYトY、卓茸由ラケット、シャトノレ、

ボーんは各自持容とする.

7 月 20認(月〉午後 1 持~8a寺

g月1自白 (月〕 グ

なお、趨動ぐっ〈上ば書〉と運動のでき

る穣装で事宜暗号る己と.

鐙主語 体背銀費量鰭31-30唱。

公爵ブー}!.-開き

7月15日からS月31Bまで、大久楳公E置プーノレ
と大神公盟ブーんが子供たちに居語放されますe 入

場棋は無料4です。場内田君まりはE、ず守りましょ

う。なお、大神公E詔プーノレはガ吋抑富子をかぶらな

いと滋措できません。

額損 公閤輯栓也醸主主酪管捜部

題月]羽
雨天の場合は 8!'l2日

・打ち上げ午後7時30分間鵠

。ところ瀦荷潮来(薦入河口〕
。内容打ち上げ花火、スターマイYコンク

」ノレ、 t七掛け花火、水中子L雀など

1千数百発の打ち上げ花火a

⑧民謡おどザパレード
午 後6時から信用金閣須駕支密曹司から民宿

山銑まで、地元の子供たちが婿品。

三主僚平壌市綴光協合
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11111111111111111111小説・文学!I!I!11!I!l1!1I1H1

4祭幻 畢鑓平

型われた都市の記録 光顕穏

光る壁画 吉村昭

平節のない重量 M'ドラブノレ
早春の記情 三好京三

うどん賭け 松山善5

2人の浪人 事輯111恭
前密売qJ家 戸部新十郎

三五の鰭 芝木好子

野ぶどうを摘む 中沢けい

父たちの言い分 熊 井 千 次

あ Dふれた手法 星新ー

ガジ新薬戦争 門間春闘

細111ガラシャ 生方たつゑ

ガくの女 落合互章子

竹光蛤宋 藤 沢 屑 平

11!1!lIIWI!IUHI 罫縫・生活 nl!ltll!l川1111“
緩を識しむ本 ノj吹田郁子

鱒工芸芸 間千鶴

蹴塩ζ そ鍵腰法 広瀬瀦次郎

赤ちゃんあげます 菊EE 界

雷 bを量産する人に 高費量富士子

まじめなオチンチンの話矢島醍夫
!l!1!l1l1l1I社金・制学ーその他州1l1l111l1

江戸神輿 ノMモ宏之

やさしい作画自しかた 小林主主墨
i車引盟主を斬る 松浦韓三

自動車トラブノレ入門 林田洋一

心の解放体醸 石川愛人

協し〈生きる老い 大宅島

オーストラ')愛 Cア〉 焔疋憲

日本人の良心 村井煩

憶え中高年 轟谷清彦

ヤンキー・カムライ・ジェントノレマ

ン ジョン・ト}マス

釣れて釣れて困る本 服部器郊

(6月初日現在購入したもの〉

7月28日 巴J()、8月 8日(::l:ヨ、 8月18
日 CJ()、8.Fl28日 C金〉
食休館包 毎週月曜日、月来

会博物館干 254浅間贋112-41電話33-5111

カヤンゲ音楽まつり

ービッグなサマーコンサートー

Jiの夕暮れ、山内こ沈む文書島を見つめながら

フォー夕、ロッ夕、ポップス等音楽グノレ}プ

の重参加によるコジサ}人

・期日 8月 1日 E土)1車時30分~20時30分
・対象膏出 1∞ 人

女楽焼教室

粘土の形づく bから作品完~まで。持れで
もよい線装で参加者。

・期日 8月 28(日)13時~15時、 8 .Fl 9
日 C日)1ぽ時~16f時

・封書良 dぜ学生と親 25組
・費用封棋費翼費

会ふるさとの民謡教室

東北・北海道の民務者中心に、企態職員tJ'
抱噂する。民謡教室パ}ト証.

・耳m盟 8 月 4 日 ~9 月29自 伝塵火掴日18
時30分~20時30分
・対象曹阜、ー般 20人

女親子手づくザエ作

-)互の思い出!こ部屋!こ踊ろうー

いろいろな道具聖書官って、事館の遊ぴとし

てふさわしいfF&を 2~3点つ〈る.
・期日 8月238(日)1世帯~16時
・対象ノ'N学生と親 50.人
・費用 本書輯紫翼費

合体鱈包毎週月曜毘

時世年金鰭干254浅関防12~41需曹謡32-70:鈎

時~20時

・護参加費 1人 200円 E材掛費〉

・定員 40人仁多数のと曹は指せんコ

・申し込み 7丹羽田までに往復はがきで，

*自由研究相談室

渡史、考古、民倍、美輔、生物、地質、天

文の担当学芸員が、自由研究の進め方や、ま

とめ方、標本や賢輯由調べ方などを助欝ナるe

-期段 7.Fl24日(金〉、 8月25日0<)
10時~15時

会蕗然観察入門講皮「干潟の生物」

干潟の渡b鳥と底't動物こついて調べるe

-勝目 8月168(臼)~18日〈火〉
・場所椙槙11日可口、博物館

・対量 A法学生5年以上 30人
・申し込み 8月 5日までに往復はがきで

女みんなで議べよう「平塚のセミJ
白けからを集めてセミの分布を調べ品。

・8月11日 C二日 打ち合わせ

• 8 .Fl 12 日 ~25日 受げ持ちIZ棋の調査葺

・8.Fl26日仁木〉 まとめ

・申し込み 7月25日までに往復はがきで。

ただし、小今時主4年以下は父兄が手伝って

いただける方。

会長安見る会

審C加践由。時聞は1銃時から20E時まで.

徒争峰、運転免許証、保険証など〉を持書す

る乙と.

小学生以下の方が登録するときは、 e養護者

の署名tJ!必要となる.年齢制限はない。貸出

室 (2隠〉と、己ども笠 cl階〉は開己利用

券で共通に使用できる.

利用券は 3年鶴使えるので、紛失しないよ

うな注窓を。

食休輯8 毎週月調呂、丹東

官図書欝鰭 干254謝間信112-14惣話31-0415

*持軍IJ展「相模湾の魚と漁労」

相槙湾沿障の各地で古〈から行われていた

伝統的な漁設・帯兵と最に蕪点在あて、混と

人間生活のかかわbの一端を紹介する.

・鰐燭 7月2180<) -8月初日 E自〉
なお、 8.Fl23日〈日〉午後2時から、横須

賀市博物館の出辺情民を器尊師に招君、 F相模

i曹の轄世f文化」と題して記念講演畠者続<0

会体験学習 r~量産早見表作ろうJ
星座早見滋は、どんな時期でも窃盛b者合

わせるだけで襲座を克つげるととができる，

ただし、使いζなすのに多少蝿習1l秘書寄なた

め、作ったあとで使b方を親留する.

・期日 8月 7日係訪日時-12時離寝泊



8 !l14日
園会場保鍵センタ」

藤妊娠 5-7か月の方午前9時30
分-11時 3日分

妊 娠8か月以上の方旬、午後1時30
分~午後4時

東妊娠 8iJ>月以上田万で初めて受け

る方は午前中から番加を。

滋母子鍵熊手織とスラックスを持番

盤申し込み需童話かハガキで樺鍵セ

ン タ -(電話34-0311、中恩34番 17
時〉へe

事

予防接積の待問

午後1時.3()分か&3時まで.※印

の畠掛主体噛2時から3時まで.

盛会場保健センタ」

盛時間午後1時 -2時

車寵持撃するもの 正ト子健康手蹟本向

.jjリ冊、筆記用具

[3;'、月児1
8月 5呂 56母 4月 1日-)0日生

8月12日 56年 4月11日-20日生

8月26臼 56年 4月21日-30日生

日韓兇]

8月 6日 53年 6月 1日-10自主主
B月13日 53年 6月11臼-20自生

8月27日 53年 6!l21日-30日生

55年 1月11日-20日主主
5引手1月21日-31自主主

55年 2月 1日-15日生

満 1緩まで由赤ちゃんならどなた

でも受けられる。時間は9時30分か

ら1匝時30.分、母子鍵康苧帳を持夢。

7月16臼大野公民館

7月23臼神間公民館

8月 4日土屋公民館

8 !l10日保健セジタ}

8月13日 横内臼勉聾会場

7 !l21日
7月28日
8月 4日

初めて妊娠した方者対象に母親教

護者関心早めにお受けを。母子健

康手帳と筆記L用具を持参。

盟臼稜 7月初日、 27日、 8月 3日

10臼
務 会場時鍵センタ}

密閉間午後l時30分-4時

盤申し込み脅童話かハガキで保健セ

y，女 -(中堅34望書17号、護主語34-
0311)へ。盟企場保健セン占}

盤受付時間午後1時-2時

隊持事ずるもの 母子健康手帳本冊

.7JI.腕、筆記用具

_，. ，~"'-..，，~ 京市、 必議設器 ~{ì 主主 Iえ とう ま夕立しふ ~~S.!:&，.E高岳コ~\ti五言亙芯認否五都:~!~':.~~::持主

江藤学ちゃん i.~~ 鞭稜線日 空j
i 合平塩市八重波町12-12鈴木アパ ♂ ai … 1 勺

}ト円。轍にお勤めの江渡一男 γ AIl掴鵬園田顕現蝿・舷
さんて26歳〉と構英吉ん仁幻歳) AIl櫨盤機織毅摺震シ:
の長男。現在8か月半で身長72咽 ふ灘橿蝿路緩緩議畿議務範錨罷ゑゑ

j 体重 8培、 55年10月幻自生まれ。 後遺麗雛濁麗欝猶湿田監狩!
毎白八重咲町公留でおばあちゃ 、電顕磁鱒灘賜鵬磁韻媛聾ダ

んと遊ぶのが臼謀。いつも、はい ム返還麟機機織難嬢経鍋 i
ずり、ベッドでつがま担立ちをす ふぷ議議蕩箇酪灘欝趨盤額簡銀頭縫懇豊富 l

j るので、ママをハラハラさせる. 議毅機彊態蜜罷騒霞駁ヤ;
大好きなおふろは、パパとおまあ 議襲被 養護鑓醐績麗襲撃学談話 i

i ちゃんが交代で入れて〈れる。学宅約綴繍鵬察機 fきお

i ちゃんママに似て告の白い莞男子 変緩党議薬務警察室護そ ぐ議議

<募集〉設記霊書館建苦言ぷ皇室主喜:残Z皇室i
t聖書いてお出しください。対富良は1牢未満由赤ちゃんです。応算された i
}はがきは、毎月20日 (20日開閉まで〉に鮪切II、翌月由広報紙Jこ掲載し i
j ます。掲載した赤ちゃんに主、記意牢揖と掲載広報紙羽部を差しあげま i
::0. <今月の応事者は32人でした〉
;1富島て先・干254揖闇1l1J9番 1号・平壇市広報諜赤ちゃん算襲樺.

仁一ーマーーー ー 今一一一一一 ー一一一ー守匂 今司令 -..... ， 
v、。
隠接種方法開業医・病院で年間〈

7・8月を除<)を通じて接種でき

る。接韓日は医師とと相談を。原貝i

としてヨE届医で受ける。

題料金無棋

盤持害するもの 倍子鴎康苧糧、保

毎月翼施している。受けやすい金

鍾で受けていただ吉たい.

路 舗 1期・3銘受ける

・対象 2歳(24か月〉から 4歳 (48
か月〉をまでの幼児.なお、接種趨隔

は2思 3聞とも 3;昌勝から 8週路。

翻揖H開 1題提ける

・対量購1燃の3毘笥が終わって

か ら 1年以上1年 6iJ>月以内白期間

に受ける。なお、第1拐を早めに受

けて、第2期もなるべく 4裁までに

終了するようにしていただきたい。

[7月】

298 中原公民館、金自公民館

京岡崎公民館

308 神田公民線、民金限公民豊富

出掛島公匡設宮

31日時鍵センター

13' 30-15 '30 
7 !l15臼 緩公民館 ⑥金田公民館

1-' 16日 万国公民館 。吉沢公民館

ヂ 17日 代宮町児童図書館 。平塩競輪場

~ 20日 広111神社々務所

1-' 21臼 山下回地聾会場

o" 228 。旭公民館 e>1ll!公民館

1; 238 多経連寺 <Ql11'l之宮公民館

タ 24臼 。金自公民館 。金自公民館

タ 28日 花7J(台母子寮

8月 4日 なでしこ会館

ク 58 C花木公民館 申花京公民館

'" 6日 二十四軒町自治会館 串松原公民館

タ 78 。崇昔公民館 iQ)~巽善公民館

l' 11日 <Ql!喜土見公民館 。留土見公匡沼宮

ク 12日 八幡A叫言全世 。健保会館

9 13日 i 東中原住宅集金場 。八幡公民館

タ 18日 榔殿品館 。中原公民館

o" 19臼 横内団地襲会場 。豊田公民館

タ 20日 ふじみ野田地葉会場 。横内公民館

9 21日 築山寺 。問崎公民館

1-' 26B 。大野公民館 串大野公民館

1-' 27日 大神集会場

l' 28日 。神田公民館 。神田公民館

タ 31日 。保健セジター @保鍵セン虫一

骨印と@印の金揚では、循環器検診および時人の貧血検

査を行い、必要ある時は医師の聴打診を行う。なお、曹

の印会場では、高1lll庄・肥満貴事指導講留金そ関〈。
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者
証

れ
る
。

ζ
れ
で
手
金
月
額
は
、
老
齢
年
一
有
効
期
閣
の
翠
主
主
口
い
裳
問
者
託

金
〈
五
年
年
金
)
玄
一
万
二
千
六
百
円
は
使
用
喜
な
い
由
で
、
必
ず
市
役

が
二
万
四
千
三
吉
六
十
七
月
に
、
障
害
一
所
、
駅
ピ
ル
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ま
た

年
金
(
一
懇
で
五
万
二
千
二
百
五
十
一
は
、
車
寄
り
の
量
館
へ
返
し
て
い
た

内
が
五
万
六
千
一
一
百
二
十
五
問
に
な
っ
一
だ
き
た
い
。

た

。

一

塁

童

福

祉

霊

童

福

祉

一

マ

!

ク

の

い

ろ

い

ろ

年
金
、
母
子
・
準
母
子
霊
年
金
な
ど
一

2
1
1
1
E
(財
)
住
宅
部
誌

の
福
祉
年
金
も
尚
三
主
ザ
恒
れ
、
八
月
一
喝
す
語
韓
関
発
セ
ン
タ
ー
が
性

か
金
望
描
、
十
一
月
か
ら
支
給
さ
れ
…
圃
恥
副
J
臨
楠
詳
掃
を
汚
い
、

ζ

る
。
年
金
百
円
額
は
、
老
齢
福
祉
年
金
で
一
自
遺
書
自

E
れ
聖
も
と
に
建
設
省

二
万
一
一
千
五
百
丹
空
て
万
四
千
円
に
、
一
が
審
筆
、
認
定
し
、
住
宅
蔀
品
開
発
セ

障
害
福
祉
年
金
(
一
組
〉
で
一
一
一
万
一
一
一
一
千
一

y
タ
ー
が
つ
け
る
。
品
質
保
護
楳
倹
と

八
百
円
が
一
一
一
万
六
千
何
と
な
っ
た
。
一
事
故
白
調
告
の
損
害
保
証
保
肢
が
つ
い

な
お
、
公
的
年
金
併
給
限
度
額
四
改
一
て
い
る
。

す
一
一

で
一
パ

査
明
一
九

一知一時

価
J

凡
一
小

資
μ
一

物
主
格

連
骨
一

関
ト
一
規

活
三

生山町一
g

生
一

一
同
一
品

837f弓
895伺
977円
277丹
330内

186円

258f弓

167内

168円

221f弓

問

問

胴

明

明

四

四

四

四

四

桐

明

氏

旺

町

民

泊

釦

羽

幻

口

げ

お

但

胡4

1
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トイレット
ペーパー

豚肉

鶏卵

プロパ Y

灯油

工監

住居表示区域!こ新築改築され'5:;ぢ

。申請曹は市民課住民登録持に照窓してあb

ます.

0申請曹仁住居番号付番申請醤〉昔前民諜窓

口に提出して〈ださい。

。住轡番号泣「住所Jと名のつ〈すべてのも

のに使用される大切なものです.

民詳しいととは、市民事量〈鐙務23-1111
肉親230)へお鶴い合わせを.

2回κ分けて
tJ::q 

ふとん@じゅうたんなど

ふとん、じゅうたん、マットシ

ス CスプDングなし〉聾震はI!l!ぶと

んの大量吉程度に切II、可燃とみ

収集の日に、小さ〈したもの2-

3枚ずつを出すようにして〈ださ

b、.

視さ詰 環境簿主主購務勝第 1蝿

鑓魅23-1111内調537



シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

人
間
経
@
文
括
性
撃
か
な
街
づ
く

り
を
同
国
指
し
、
趨
撲
の
活
性
犯
を
抽
出

る
た
め
、
期
間
関
地
域
商
議
ル
主
ッ
サ

私
白
と

5
0に
、
市
員

会
内
山
か
ち
決
の
よ
う
な
お

噂
ね
が
あ
岳
一
詐
レ
セ

「
近
年
、
骨
盤
川
、
齢
出
、
世
白

川川に
ζ
い
の
稚
魚
が
放
流
さ
れ
て
い

る
@
こ
れ
が
一
一
一
十
巧
以
上
応
育
ち
、

群
れ
者
な
し
で
泳
ぐ
奈
が
み
ら
れ
、

体
門
口
に
は
、
大
勢
の
つ
D
人
が
訪
れ

て
い
る
e

し
ゃ
レ
、
早
朝
室
議
室
〈
蜜

に
乱
獲
す
る
も
の
が
あ
b
、
ま
た
、

つ
h
u
入
の
手
伝
有
識
殺
者
評
判
つ
も
の

が
い
る
の
骨
選
滋
し
て
い
る
。
持
抽
閉

じ
よ
る
隷
獲
玄
国
中
島
粗
忽
に
禁
存
仁
そ
も

争
え
な
い
か
@
」

金
gM川
、
鈴
川
、
世
恒
川
で
、
乙

い
控
繍
獲
し
て
も
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
投
網
を
使
用
し
て
よ
い

め
で
し
ょ
う
か
。

〈
域
銭
高
梨
光
雄
褒
〉

金
吾
川
、
蝿
山
川
、
世

y
ス
推
進
、
ど
〆
ポ
ジ
ロ
ム
を
跨
可
。

門v期
日

7
月
初
日
〈
臼
U

マ
ム
同
溺
平
援
商
工
品
議
所

弱
視
児
の
た
め
由
卓
曹
吾
輩
賞
作
る

ボ
ラ
シ
テ
ィ
ア
を
背
骨
嬉
し
て
い
る
。

守
期
日

8
月
4
日
、
口
尽
、
犯
H

口

の
3
日
間
、
午
前
ぬ
時
か
ら
H
H時
均

分
ま
で
。

マ
損
所
福
祉
A

同様

詳
し
〈
は
福
祉
会
鼠
〔
矯
語
お
i

一一一-一一一一一一一〉駒田碩員へ。

一
人
で
も
多
〈
田
方
に
、
障
害
者

と
田
ふ
れ
あ
い
を
持
っ
て
い
た
戸
ぞ

た
め
、
苧
話
務
弱
金
者
耐
聞
く
。

円

v
期
日

7
月
初
日
か
ら
8
月
m
g

ま
で
一
の
晶
適
木
・
金
曜
日
、
午
鶴
間
山

時
か
ら
一
辺
時
ま
で
。

マ
金
調
麹
税
金
館

受
講
骨
望
者
は
、
態
経
罷
更
生
福

祉
回
開
(
電
話
お
i
一
一
司
一
肉
親
一
一

二
一
〉
へ
申

L込
み
を
。

一
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

平
嘩
点
訳
赤
十
字
帯
住
回
出
で
は
、

気
軽
に
む
相
離
を
。

マ
日
時

7
R
m
日
(
京
〉
午
前

ω時
か
ら
午
控
3
時
ま
で

マ
ム
出
場
神
国
民
ム
盟
国
館

開
醐
捕
国
買
い
上
げ

特
前
弔
慰
金
や
特
別
措
付
金
の
陸

撞
憤
帯
白
買
い
上
げ
慣
還
を
持
っ
て

い
る
。

t
だ「
ν、
対
象
と
な
る
方
は

生
活
に
濁
窮
し
て
い
る
方
に
殴
る
。

申
請
帯
詳
し
く
は
、
福
祉
会
館
内

保
護
輔
副
社
会
慌
〈
電
諮
問
ω
i一一一一一一一一

一
エ
円
融
ロ
)
へ
弱
い
合
わ
せ
を
。

ナ
イ
ト
ハ
イ
ウ

膏
桑
A

出
・
平
塚
ユ
ー
ス
持
睡
で
ナ

イ
ト
ハ
イ
ク
聖
行
う
。

マ
聾
合

7
月
添
田
〈
土
〉
午
桂
6

金自illl苦痛つ自在して遊ぶ子慌たち

時
刻
分
平
塚
青
少
草
人
間
鎗
前

マ
コ
ー
ス
青
少
年
一
品
館
夕
日
の

湾
ハ
お
毘
午
前
7
時
蕃
〉
、
掃
路
は

貸
切
パ
ス
。

マ
申
し
込
み
第
九
間
出
ナ
イ
ト
ハ
イ

ク
翼
行
委
員
会
八
回
厚
生
〔
電
語

幻
l
一
一
六
五
八
)
へ
。
先
着
百
入
。

一
職
業
制
訓
練
生
募
集
一

県
立
湖
南
技
能
郡
輯
セ

y
タ
ー
で

は
、
割
酬
親
生
を
募
集
し
て
い
る
。

7
弾
薬
人
員
溶
接
掛
詩
人

マ
割
引
諌
期
間

6
か
月

マ
入
枝
子
融
制
き
所
定
の
入
校
瀬
署

に
記
入
自
う
え
、
職
業
安
定
婦
、

紅
谷
町
駐
車
場

の
工
事
始
ま
る

広
報
ひ
ら
つ
か
三
月
専
で
お
知
ら

せ
し
た
と
お
D
、
紅
谷
町
駐
車
損
白

建
設
が
始
ま
っ
た
。

建
物
色
濃
撰
は
、
軟
骨
銑
筋
コ

y

ク
ロ
i
ト
造
h
u
、
地
宇
一
際
、
地
上

六
階
で
、
廷
原
箇
積
は
日
万
手
五
日
目

二
十
一
一
平
方
日
前
に
な
っ
て
い
る
。

と
町
中
に
、
自
動
車
約
一
一
一
百
七
十

台
、
自
転
車
約
二
巨
大
十
台
を
収
容

し
、
一
階
白
交
遊
震
に
記
し
た
部
奇

は
、
躍
し
駒
や
展
示
が
行
え
争
よ
う

な
場
所
中
一
公
衆
便
所
な
主
著
確
保
す

る
ζ
と
に
し
て
い
る
。

白
河
演
は
、
五
十
七
年
一
一
一
月
末
、
利

用
調
抽
は
四
月
か
ら
の
予
定
。

(
敬
称
略
)

V
平
明
暗
市
社
告
描
秘
義
金
へ
・
平
塩

+
巾
工
業
用
水
対
需
協
語
会
代
費
坊
村

鯉
夫
四
万
五
百
E

二
十
二
円
、
平
語

ロ
1
夕刊
J
lク
ザ
一
フ
プ
司
平
理
北
口
1

b
m
u
!
ク
ラ
7
・
平
壇
西
ロ
i
夕
日

!
ク
3
7
・
平
時
拡
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

申告所得税第 1期分の

総裁は7月31箆です

納税{立便耳切な、揮替納税、で/

利用む帯主霊の方は、税務署または金

融機関へ申し出世。

平理税務著書 官童話22-14∞

県動物保護センターでは、捨て犬、捨てね

ζ による自ら犬、むらねιの増加と、犬ねζ

による危曹を防ぐため、今関も次の日程でい

らなくなっ士犬、ねζ ¢巡回収容を行う。

当日、犬を出される方は「印かんj r犬の

鐙本LJ r注射梼索J r愛犬芋帳j を持番のう

え晶湯《串出かけをと.なお、収容車の停留時

聞は10分間.また、ねには揮待費"/)，yジボ}ノレ

箱に入れていただきたい。

8丹1 EI (土) 8月8El (二七〉
9 ' 00 神田公民館 9 '00 松原公民館

9 ふ 25 大野公民館 9 : 20 療費公民館

9 : 50 農国公民主宮 9 : 40 符京公民認

10: 10 掠島公民館 10: 00 箆士見公民館

10: 30 金田公民館 10: 30 中原公民館

10: 50 陣崎公民館 10:55 旭公民館

11 : 10 金呂公民館 11 : 15 吉沢公民館

一一>24<一一E 昭 和10年ごろの平理，毎水泊湯

i 平塚海水浴
5 隣町大曹が、全国に先がけて海 [ 張白の脱衣場兼休憩所が設けられ

5水浴場を開設したのは明治18年( 浮輪や波乗り用の伎を貸し、氷水

~ 1885)といわれ、初代軍医輪車まで j や菓子世売っていた。

2あった松本月置が、海水浴の効果を [ 開設に当たっては、町の青年回

三説書、別荘地大磯田名者全留に広 ! の力強い応援があ担、回員は交代

きめるためにもと、浴場の開設を熱 j で霊堂視に当たっていた。また、 ζ

至心に酷めたζ とと、町民炉、火災 ! の年館設した平思想心民の経営す

5その他によって際弊を掛ける宿湯 j る市内一閣乗合パスは、平語訳・

5の回生舗として、 ζ れを取り上げ ! 海水浴場開在、はじめ 5輯、昭和

Eたととによるという Iこなってからは1C錨で遼転してい

E 乙れは見事国にさ当たb、lllJ惑は ! た。パスに乗るのも、当時白子供

E培訪日し浴客相手の質問駐 e黛""数 j にとって、損しみのひとつだった

E業などもでき、従って商業も轄畠 ! という。 5輯当時の東関曹が今も

きするという盛況を示ずに翠った。 贈っている。

三 平塩海水浴場環設年代の記録は ! 浴接持立、渡打ち擦がやや深〈そ

室見当たらないが、大方の見方は大 ! とを過ぎると遠浅が続いていた.

芸工E13年である。当瀞、滋庫地吾互に ; 大磯からすると設は高かったが、

言は溶い追い間見杢もで書、住宅も増 : 水も浜も吉れいだった。魚棄など

去し、乙由人たちにとって大破まで ， 金〈輔かった。波の高いζ とは、

E行って泳ぐのは不便であり、 ζ と : かえって務圏第子の質分を味畠わ

きに相壇紡損金社従業員の時健・娯 ; せて〈れた。

き楽のためにとの重要請があった。釘 ! 世1語。渡打ち綴は、母々潔〈な
2 

きの発褒揮のひとつにするととも当 II、また、沖の潮の流れも懇〈、

芸然考慮されたζ とで晶ろ':>0 ζ れが事故につながるととが多か

さ 浴場は妨緩駐車のつき当たった所 ! った乙とから、顔鎖のやむなきに

Eに設けて晶った。東西と沖の三方 ! 至るが、その代田として、昭和12

3に赤い践を立て、太嫡を張ってぼ { 年、平縁海水浴場プ吋レ〈現穏域

主裁とし、沖には舶を浮かべてζ れ i ク丘プーノレ)il'ヲ〈られた。

之を量規した。また、棋には食視所 j 仁文章竃臼井弘〉誠おたずねは市

教急所のほかに、幾つかのよしず i 党議吉ん滋へ〈癒綴31一部お〉

れ
ば
と
あ
ぜ
っ
て
レ
ま
い
ま
す
。

K
脅
か
小
吉
い
時
か
ら
、
お
母

さ
ん
白
鼠
の
中
に
は
手
ど
も
と
は

ζ

う
い
う
も
の
だ
と
い
う
枠
が
あ

っ
て
、
お
母
吉
ん
の
考
え
て
い
る

枠
に
豆
君
が
あ
て
は
ま
ら
な
い
た

め
に
、
瓦
轟
官
か
両
を
し
て
も
そ
れ

を
認
め
る
こ
と
が
官
垂
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
い
つ
も
「
お
前
は
い
く

じ
な
し
だ
」
と
か
、
「
お
前
は
弱

小
学
校
六
年
生
D
E君
は
性
格
虫
だ
。

ζ
ん
な
こ
と
じ
ゃ
留
る
」

が
お
と
な
し
く
、
小
吉
い
境
か
ら
と
非
難
は
か

P
レ
て
し
ま
い
ま

い
つ
も
い
じ
め
争
れ
て
い
ま
し
ず
。
大
人
で
も
宇
つ
で
丈
が
、
い

た
。
お
母
言
瓦
は
E
君
が
お
友
達
え
、
子
ど
も
だ
か
ら
な
お
の
こ
と

に
何
か
嵩
わ
れ
で
も
「
い
や
い
と
し
か
ら
れ
る
よ
り
は
、
ほ
め
ら
れ

い
う

ζε
出
一
世
田
え
な
い
の
9
昆
て
た
い
と
い
立
見
持
が
強
い
も
白
で

い
て
、
己
の
ま
ま
だ
は
惑
い
仲
間
す
。
そ
れ
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て

仁
詩
わ
れ
て
し
ま
ヨ
つ
の
で
は
な
い
ほ
め
b
れ
た
と
い
う
こ
と
は
認
め

か
と
木
震
な
っ
て
主
い

t
bれた
と
い
う
ζ

と
ぷ
返
じ
る
か

た
。
お
母
さ
ん
は
ま
若
を
も
っ
と
ら
で
す
。

強
い
子
ド
レ
な
け
れ
ば
一
一
戸
一
一
￥
品
博
子
ど
も
に
は
そ
れ
ぜ

と、

K
君
が
や
る

E
d
/罪
十
れ
持
ち
味
が
あ
る
も
の

一
つ
一
つ
と
り
あ
げ
て
主
主
読
で
す
巴
元
気
な
予
も
い

し
っ
た
議
し
て
き
ま
一
二
一
市
#
栴
い
れ
ば
お
と
な
し
与
も

し

た

白

お

p
メ
γγ
十
七
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
最
近
は
事

rbヲ弘
K
替
の
渇
音
、
お
母
さ

お
母
事
ん
が
注
画
枯
渇
γず
る
と
プ
イ
ん
が
ま
ず
一
K
君
の
持
ち
味
を
わ
か

っ
と
怒
っ
て
黙
っ
て
し
ま
い
ま
る
こ
介
が
必
委
で
は
な
い
で
し
ょ

す
。
そ
ん
な
K
雪
を
み
て
、
自
分
予
か
a
E
君
田
持
ち
味
を
理
解
し

の
震
い
た
い
ζ
と
藍
一
事
え
な
い
で
た
上
で
、
自
分
自
意
見
宣
言
え
る

と
ん
な
手
で
は
評
英
国
出
る
ん
じ
ゃ
子
に
す
る
に
は
ど
豆

P
ー
~
ら
い
い

な
い
か
と
ま
ず
ま
ず
示
安
に
な
っ
か
と
い
う
ζ

と
含
零
え
て
い
っ
た

て
し
ま
い
ま
主
河
そ
し
て
、
お
方
が
い
い
白
で
は
な
い
か
急
い

零
C
ん
は
た
だ
強
い
子
ド
レ
な
け
ま
す
。

。入額蝿措ノれ今時空2年生以上

。締め切担 8月158(日〉

。申し込み市青少年課胃成

時 E噂荘重)23-1111内観郡部

。i担問尽穫 7 月17日〈金)9時~15時 県立平壇

工業高等学~7月18日〈土)10時~15時神田公

民銀仁田村地区)/7 J'l 22 日伐()1O時~15時平
壇市中央農協/7 月23 日〈木)10時~15時 日産車

体〈株)/7 月25 尽く土)10時~12時 中馬むjゾ学校

校経仁中京地fZ)・石器研究所・ 13時~15時東中

原住宅聾会所 E松が丘地区〉・岩井金属工業も/8
月 6 日〈木)10時~15時市民セYタ」前・平器市

役所/8月初日〈月) 1日時~15時三共製薬

/1、松電子金関〈揖)72車、八盤椿指錦〈樺〉平器

工場24宜、大東イむ単〈樺〉平壇工場46:<1>、富富士見
地区自治虫62:本、県立平塩江南高校 118.革、なで

しι地主吉田治会総本、横軒ゴム〈揖〉平謹製造所

666本、 県立五鎮ケ

台高校 226京、日産

サニ」湖南販売74本
東海大学'293本。
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